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『十二夜』とオウィディウス  
荒 木 正 純  
1  
－（このようにして）シ‡イクスピアは多様に異った原典を組み合せ、彼   
の韻文の織物を織った。そして、その過程ほ大かた明らかに無意識的であっ   
た。「老水夫行」と「クプラ・カーン」がコールリッヂの多種多様な、しか   
もたぷん忘却にふされた読書から借りてきた語句、その複雑な織物であるこ   
とをJ．リゲイングストソ・ロウズは証明しえた。まさにそのように、仮に   
われわれがシェイクスピアの読んだものを完全に知りえれば、語句やイメジ   
が融合し、その詩になっていることを示すことほ可能であろうが1）。   
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定性〉ゆえに、原典研究の視野には入ってこなかった。だが、こ丸までの原典  ⊃ンコウダット  
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は、シェイクスピアという 〈作者〉の〈偉大さ〉の認識にほ確かに資してきた  




きといわぎるをえない。〈テキスト〉 というものの生命、文学研究で最も基本  
的なものとされるべき 〈テキスト〉の 〈読み〉、これを歪めてきた罪は糾弾さ  









識されるということである。   
一般にわれわれの認識の営為は、〈見慣れぬもの〉を対象に、〈見慣れたもの〉  
を認識の型として要請する。この両者の写像が認識に他ならない。『十二夜』を  
認識の対象にする以上、常に〈見慣れぬもの〉 と意識しなけれはならず、相関  
的にオウィディウスのテキストほ〈見慣れたもの〉 と定位することになる。こ  
の関係性を標題の二項の前後関係が指示しているといえよう。   
今日の文芸制度では、ことさら 〈見慣れぬもの〉から 〈見慣れたもの〉への  
読みが意識化されなくてほならない。以前の制度ではこの意識が希薄であった。  
、■■●l  
〈荒 野〉、これこそ今日の文芸制度に与えるべき名称である。〈作者〉（author）、  
〈作品〉（ⅥrOrk）の死亡宣告が、ロラソ・バルトやミッシェル・フーコーによっ  
てなされた。〈作者〉が専有していた〈権威〉（動崩御ity）は時代的概念、あえ  
て大胆ないい方をすると、ロマン主義的概念であった。〈作品〉 とは〈権威〉の  
専有者〈作者〉の〈労働〉（ⅥrOr］く）の〈所産〉（PrOd－ユCt）であり、〈作者〉 とい  
う 〈根源〉（Origin，SOurCe）から 〈創造〉（Create）される〈唯一〉（unique）の  





なっている。   
荒 木 正 純   
この〈荒野〉にあっては〈現前〉のテキストと 〈読み〉行為の主体である自  
己以外に確実なものは何一つない。テキストは一定の秩序にまとめあげられた  
文芸制度、その内部で階級づけられ、特定の意味と価値を固着させられた存在  
では決してありえない。全くの〈偶然〉が支配する 〈不確舞性〉の〈見慣れぬ  
もの〉なのである。この〈見慣れぬもの〉を〈見慣れたもの〉に変換する〈読  
み〉は、〈読者論的〉〈解釈学的〉方法以外には考えられない。   
こうした意味で、『十二夜』のテキストとオウイディウス、たとえば『転身  




ろうか。従来の原典研究を含む文学制度では〈必然〉 とされた。しかし、〈荒  
野〉の制度にあっては、常に〈偶然〉が支配している。二つのテキストは〈偶  








（0vid，財βね別0ゆ如ses，ⅠⅠⅠ・13Sff・）貼typi雪ying tlOpeless passion，Were  
COmmOn：Cf・Daniel，Delia，Sonnet5，〉。5）  
1，Curio・Willyou go hunt．mylord？   
β〟点β．  What，Curio？  
C祝γ盲0．The bart．   
Duke．Why soIdo，the noblest thatIhave．  
0，Whenmine eyes dld see OllVia魚rst，  
Methought she purg’d theair of pestilence；  
Thatinstant wasIturn’dinto a hart，  
And my desires，llke feu and cruelhounds，  
E’er since pursue me．  （Ⅰ・Ⅰ・16－23）  
この〈荘〉に〈偶然〉（締着によって〈仕阻まれ〉ているのだから 〈必然〉 と考  
えられるが、く荒野〉にあってほ全てがく偶然〉 と見供される）出会うことで、   
「十二夜」とオウィディウス  
『転身物語』のテキストヘ赴く契機が与えられた。   
それにしても、この〈注〉の存在性とは何であろうか。かつての文芸制度、  
つまり 〈作者〉〈作品〉の概念が安定し、健全に支配していた〈場〉、そこでの  
〈注〉ほ〈作者〉 オウイディウスの〈作品〉『転身物語』、そのくアクタエオン〉  
の挿話への引喩という 〈真実〉の括摘をしていた。〈作者〉シェイクスピアが、  
〈引喩〉 という 〈創作〉法を使い、観客に〈原典〉を意識させるという意図を  
持っていたことについて指示していたのである。ところが〈荒野〉の文芸制度  
にあっては、〈注〉の存在性は変化した。『転身物語』という疎外されたテキス  

















ストほ〈織物〉 とイメジ化されてきた。しかし、このイメジにはまだ〈作者〉  
の幻想を背負った〈書き手〉〈織り手〉の概念が介在していた。しかし、今日  
完全に幻想ほ消済し、く書く〉 という概念も消滅しかけている7）。この〈荒野〉  
の制度にあっては、ではくテキスト〉のいかなるイメゾ化が可能であるのか。  
われわれは既に〈出入口〉 として〈注〉を位置づけた。そこからでもわかると  
おり、〈記号の建 物〉というイメジである。〈現実〉という外部、〈虚構〉とい   
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う内部の対立が構成する 〈建物〉があり、そこには〈始じめ〉 と 〈終り〉 とい  
う二つの出入口がある、というイメジではない。ひよっとしたら 〈現実〉〈虚  














も 〈見る〉 ことほ不可能なのである。   
そうした〈見る構え〉の最大のものの一つ、それほ〈変身〉である。この〈見  
る構え〉のために、〈turn’dintoahart〉は単に〈鹿に変えられ〉 とは〈見え〉  
ない。〈鹿に変身させられ〉と〈読む〉ことを迫られるのである。実際に〈turn〉  
を〈To change，tranSform，OrCOnVertinto；tOCauSetObecome（SOmething  
else）〉と読んできた歴史の存在をOEDは数えている－〈1484CaxtonFables  






2・ValL So please mylord，Imight not be admitted，  
But from her handmaid do retum tIlis answer：  
The elementitself，tilユseven years’heat，  
Shallnot behold her face at ampleview；  
Butlike a cloistress shewi11veiled walk，   
r十二夜Jとオウィディウス  49  
And water once a dayher chamber round  
With eye－Offendingbrine：allthis to season  
A brother’5deadlove，Which she would keep fresh  
Andlasting，in her sad remembrance・   （Ⅰ．Ⅰ．24－32）   
くアクタユオン〉9）の部屋を過ぎ、〈太陽神の息子／くユトン〉〈太陽神の車を駁す  
るパユトン〉〈ヘリアデスの転身〉の各部屋を見た読者なら、このヴァレンタイ  
ンのセリフに存在する〈兄の死を悼んで泣く妹〉 という模様はすぐ〈見え〉て  
くる。〈element〉を〈air，Sky〉に、くheat〉を〈theheatofsummer〉に読み、  
26q27行を〈01ivia’shcewi11beveiledasi董toprotectitfromthesummer  
5uユ】．〉 と解釈する。そしてそこにある〈大腸〉と 〈Abrotller’sdeadユ0Ve〉を  
結べはよい。ヘリアデスはパユトンの姉妹たちで、パユトンは太陽神ポェブス  


















〈月桂樹になったダプネ〉 この挿話ほ、〈大蛇を退治して得意になっていた〉  
ポェブスがくクピドが弓をまげて故を張ろうとしているのを見て〉、〈きさまな   
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んぞは、煙火でつまらぬ恋の火でもつけて満足しておれはよいのだ〉 と侮辱し  

























役にも立たない〉 といい寄る。しかし，ダブネほ逃げていく。この追う老と逃  
げる老は〈ガリア犬〉 と く兎〉にたとえてある。そうして、ダブネは逃げるの  
に精根つきほて、父である河の神に訴えて月桂樹にしてもらうというのである。   
ここで得られる〈見る構え〉のうち、まず〈黄金の矢と鉛の矢〉は、3．のテ  
キストを見るに役立つ。  
3．Duke．0，She that hath a heart of that flne frame  
TopaythlSdebt oflove bllt tO abrother，   
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Howwi11shelove，When therich golden shaft  
Hath kill’d the且ock of a11affections else  
Thatlivein her；WhenllVer．brain，and heart，  
These soverelgn thrones，areal1supplied，andfi1rd  






レソタインのテキストでほ〈兄の死を悼んで七年間人に会わない〉 とあり、間  







4．（抽加A  ．‥HoⅥr nOW？  
Even so q11ickly may one catch the plague？  
MethinksIfeelthlSyOuth’sperfections  
With aninvisible and subtle stealth  
Tocreeplnatmineeyes．  （Ⅰ・V・298T302）   
ここにくりひろげられている関係性、つまり 〈追う老／逃げる老〉は、〈ダプ  
ネ〉の挿話で得られる〈見る構え〉の一つである。この〈見る簾え〉は、〈見る  
男を拒む女〉と同一′ミラダイムを形成している。そういえは、〈ダプネ〉の挿話  




が見い出せるからである。   
更に得られる〈見る構え〉のうち注目してよいものは、〈処女神ディアナ〉〈自  
分の肩書きに自信を持っている男ポェブス〉く見えない部分を見たいという欲   






示していようし、一幕二場の船長のテキストに〈A nobleduke，innat11reaS  
inname．〉（25）がある。また、アンドリューはこうしたオーシーノウの〈陰画〉  
的存在である。彼は自分に全く自信がない。トウピーとの会話のテキスト5．は  
そのことを意味作用している。   
5．SiYAnd．Faith，Ⅰ’11hometo－mOrrOW，SirToby；yOur  
niecewi11not be seen，Orif she be，it’s董our to olle  
She’11noneofme：the Count himself here hard by  
woosller．  
Sir To．She’11noneo’th’count；She’unotmatch  
aboveherdegree，neitherinestate，yearS，nOrwit；  
Ihaveheardherswear’t．Tlユt，there’sllfein’t，  
man・  （Ⅰ・ⅠⅠⅠ・102－9）  
また、次のオーシーノウとセザリオ（グァイオラ）との談話のテキストからは、  
自分の恋がいかにすぼらしく、深いものかという表層的意味作用の下に、自己  
の〈地位〉への自信の意味作用が存在していることを読むことができる。   
6．β〟点β．  
Once more，Cesari0，  
Get thee to yondsame soverelgn Cruelty．  
Tellher mylove，mOre nOble thantheworld，  
Prizesnot quantity o壬dlrtylands；  
Theparts that fortune hath bestow’d11POn her，  
TellherIhold asgiddilyas fortune：  
But’tis that miracle andqlユeen Of gems  
That naturepranks herin，attraCtS mySOul．  
（ⅠⅠ・ⅠⅤ．827）  




なしえる業であり、〈What elselnayhap，tOtimeIwi11commit〉（その先  
どうなるかは運命にまかせるほかないわ）（Ⅰ．註．60）と考える。   
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く見えない部分を見たいという欲求〉、そもそもこの〈欲望〉は〈星のように  









0，When mine eyes did see Oliviafirst，  
Methought she p11rg’d the air of pestilence；  
Thatinstant wasIt11m’dinto a hart．  
Andmy desires，1ike felland cruelhounds，  
E’er since pursue me．  （Ⅰ．Ⅰ．19－23）  
このオーシーノウのく見たい欲望〉に対し、オリビアはヴェールを覆むり、七  
年間人に会わないということで拒否を示していた。オリビアは〈見えない〉所  
にいたのである。   
オーシーノウに仕えるペく、〈官官〉に仮装するといったプァイオラは、船  
長に自分を推せんするに価いする理由としてこう言う。  
8．Violo．  rn serve this duke；  
Thou shalt present me asanellnuCh to him・  
Itmaybeworth thy palnS；forIcan slng．  
Andspeaktohiminmany sorts ofmusic，  




9．Duke．If music be the food oflove，Play on，  
Give me excess ofit，that．s11rfeiting，  
The appetitemay sicken，andso die・  
Thatstrainagaln，ithadadyingfal1：  （Ⅰ・I・1T4）  
ここからでもオーシー／りが〈恋の病い〉にかかっていることがわかる。この   
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〈病い〉を治療するにほポェブスの 〈医術）をもってしても無駄である。オー  
シーノウはどうも 〈音楽〉を〈特効薬〉 として使っているらしいが、どうも効  
めは今一つばっとしない。従者のキューリオが〈狩り〉を〈特効薬〉になさっ  
ては、と提案するが、オーシーノウほそんなものは自分の心が狩り同然だから  
無駄という。ここにある 〈医術〉〈治療〉〈特効薬〉のイメージほ一見一幕一場  
には存在しないかに〈見え〉 るが、〈ダブネ〉の挿話から得た〈見る構え〉が、  
浮かび上らせるのである。  
10・Curio・WillyollgOh一ユnt，mylord？  
Duke．  Wllat，Curi0？  
Curio．The hart  
Duke・WhysoIdo，thenoblestthatIhave．  （Ⅰ．Ⅰ．16T8）  
見落されがちな〈Cudo〉という記号に全て集約されている。〈curio〉10）は  




これほ彼の作品Aγ£ゲエ0りβ（AγS A刑αわγ旬（『恋のてくだ』）のパロディー  
であった。〈不幸な恋や誤った恋を狩猟・旅行・農耕・禁酒によって、あるい  
は恋愛詩人を遠ざけることなどによってまぎらし、傷手を癒す方法がのべられ  
ている〉11）。   






しい人間の祖〉 となる。   





を悼むオリビアの描写の中に11．のテキストがある。   
「十二夜Jとオウィディウス  
11・Val・So pleasemylclrd，Ⅰmight not be admitted，  
But from her handmaid do ret11m this answer：  
Theelementitself，tillsevenyears’heat，  
Shal1notbehold her face at ampleview；  
Blユtllke a cloistress shewi11veiled walk．  
A】1d watero】1Ce a day】1訂damber round  
With eye－0任endingbrine：al1this to season  
A brother’s deadlove，Which shewould keepLre5h  
Andlasting，in her sadremembrance・   （Ⅰ・丁・24r32）   
〈inhersadremembrance〉にく兄の愛〉を〈保存〉しておくという。〈sad〉  
は転移修飾語句で、〈悲しい想い出〉 と意味作用するのではなく、〈想い出すと  













O spirit o董love，how q11ick and fresh art thou，  
That notwithstandingthy capacity  
Receiveth as the sea，nOllght entersthere，  
Ofwもat valldjtyand pitclユSOe’訂，  
But fal1sinto abatement andlow pnce．  
Evenin aminute！So fullofshapesis fancy，  
Thatit aloneishighfantastical・  （Ⅰ．Ⅰ・9－15）  
く気高い価値あるもの〉が〈卑しい価値なきもの〉に変えられるというのは、  
プァイオラが難破で〈官官）に仮装しなくてはならなくなり、オリビアに向っ  
て、〈Abovemyfortunes，yetmySta・teisweu：／Iamagentleman・〉（Ⅰ．   
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Ⅴ．281－2）ということに見られる。   
〈牝牛になったイオ 百限のアルゲス 葦になった妖精シュリンクス〉 〈月桂  
樹になったダプネ〉の挿話の直後にある〈牝牛になったイオ〉は、ユピテルが  
イオ12）を見染めて、〈「おお、エビテルにふさわしい乙女よ、その臥床によって  





変え〉 る。それでもユノの知るところとなり、ユノはエビテルにその牝牛をく  
れと頼む。エビテルは窮地に追いこまれるが、自分の情事の発覚を心配して与  

















ら下へ突きおとし〉た。こうして、イオは救出されたのである。   
〈ダプネ〉の〈追う老／逃げる老〉の構文ほ〈追うエビテル／逃げるイオ〉 と  
して、〈追う′くソ／逃げるシュリンクス〉として実現しているが、〈追うエビテ  
ル／逃げるイオ〉はユピテルのく欲望〉が充足されるだ桝こ他の二つの例とは  
異なり異形態となっている。この〈見る構え〉の他に、メルクリウスに関する   
r十二夜Jとオウィディウス  
く見る構え〉がいくつか得られる。彼はユビテルのく恋の使者〉 として機能す  
る。これを『十二夜』に代入すると、オーシーノウに仕えて、オリビアへの  






（PrObablyderivednottrom Lat・CunnuSOrFr・COn，blユtfromEngl・‘cut’，  
OEDsb．，IV・20・b，anarrOWPaSSageforwater，aStriat〉 と説明している。  
この注はマルポーリオが、マライ7の偽せ手紙にだまされ、オリビアが自分に  
宛てた手紙だと信じ、声に出して読む部分のテキストに付けられたものである。   
13．Mal．［Tahingu4）theleller］By mylile，thisis mylady’s  
hand：thesebehervery C’s，her U’s，and herT’s，  
andthusmakes shehergreat P’s．Itisin contempt  
Of question her hand・  
Sir And．Her C’s．her U’s，and her T’s：Why that？  
（ⅠⅠ・Ⅴ．87－91）  
アーデソ阪ほ、Pをくpee〉と読み、それはくpj5S〉の確立した遠曲表現とし、  









生する。こうした知識と共に、ここに出てくる くタルタルス〉は『十二夜』に  
も現われている。それはトウピーがマライアの悪知恵を褒める言葉にある－  
〈TothegatesofTartar，tho－1mOSteXCenentdevilofwit！〉（ⅠⅠ・V・2067）。  
このくthegatesofTartar〉は性的意味作用を起すだろう。〈c11t〉 との関係か  
ら〈vagina〉になるだろう。ちなみにシェイクスピアは〈gates〉をWin   
58  荒 木 正 純  
rαJβ（Ⅰ・ii・197）で〈vulvas〉に、〈hell〉をガβれり∫Ⅴ，pα7′2（ⅠⅠ・iv・326），  
Sonnets144で〈Asplace of丘ery punishment，hellis where a diseased  
harlot Lb11rnSpOOrSOuls’，InSon144，VaginamayalsobeimplledL〉のよ  
うに意味作用させていたらしい14）。更にくwit〉15）が〈vulva〉の意味作用をす  







〈eunuch〉の〈cut〉、そして女性器を指示する〈cllt〉と連関しているのである。   
メルクリウスが〈牧人〉に〈仮装〉し、く葦笛〉による〈音菜〉で、アルグ  
スという目的、つまりメルクリウスにとって〈疎外〉存在にく近づく〉、つま  
り 〈離れ〉を〈否定〉するという〈見る構え〉は、14．のテキストに適用できる。  
14．yわJ仇．  
Iprltllee（andI’11paytheebo－1nteOⅥSly）  
Concealme whatIam，and be my aid  
For s11Ch disguise as haplyshal1become  
The formOf myintent．I’n serve thlS duke；  
Thou shalt present me as an eunuch tohim・  
It may be worth thy palnS；forIcan slng，  
Andspeaktohiminmanysortsofmusic．  
Tk止Ⅴ河1dlowmeverywortb最sservice・（Ⅰ・lI・52－9）  




え〉が成立しているからである。   











くれるならば〈牝年に牡牛をつけて進呈し〉 ようという。老人ほ二倍の報酬の  
ために事実を告げてしまう。メルクリウスは怒り、くこの二枚舌の老人をかた  










トウピーが言及する、その筈えとしてのテキストである。   
15．SirAnd．Neverinyourllfe，Ithink，unlessyouseecanary  
Put rne down・Methinks sometimesIhavenomore  
wit than aChristianoranordlnarymanhas：but  
Iamagreateaterofbeef，andIbelleVethatdoes  
bamtomywit．  （Ⅰ・ⅠⅠⅠ・815）  
マライ7はこの一連の談話の中で、〈wit〉の持ち主として措かれ、〈most ex－  
cellentdevilofwit〉（ⅠⅠ・V・207）と呼ばれていたし、マルポpリオに〈偽手  
紙〉をつくるという くいたずら〉をしている。メルクリウスは〈いたずら〉老  
と表現され、母がマイアであったというのは単なる偶然の一致だろうか。   
メルクリウスのく仮装〉はヴァイオラの〈仮装〉を〈見る構え〉になること  
は明白であるが、そのく仮装〉が〈二枚舌〉を暴くという事態は興味深い。ヴァ  
イオラの〈仮装〉 した姿（セザリオ）を見て、あれほどオーシーノウの求愛を  
かたくなに拒んでいたオリビアが突然セザリオに恋してしまうという事態、そ  
の〈見る構え〉を提供しているだろう。このプァイオラほ、オリビアとの談話  
で次のことを言うとされている。   
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16．γわJ乱．  
Love make his heart of丑int that you shal1love，  
Andlet your董ervollrlike my rnaster’sbe，  





ほ、〈無言〉の意味作用をしている。しかし、〈冷酷〉く無言〉 とも関係はある。  
オーシーノウはく直接〉オリビアからく言葉〉をかけてもらうことはできない。  






17． ■rわ加．  
0nlyshape thou thysilence to mywit・  
Cai）lain．Be you his eun11Ch，and yourmute rllbe：  
When my tongue blabs，thenletmine eyes not see．  
（Ⅰ、ⅠⅠ・6ト3）   
ヴァイオラの言葉は、メルクリウスのバットウス老人にいった言葉を連想させ  
るが、船長のいう 〈mute〉にア←デソ版はこう注をつけている－〈倣呵  
dumb servantin aTurkish court；Cf．H5，I．ii．232，LIJikeTurkishmute，  
Shal1haveatoIlguelessmouth’・TheCaptainalludes to theemployment  




在であった。こういう形で〈石〉が〈無言〉 と関係しているのであるが、船長  
のテキストにく石〉が不在であることの記号性ほある。アーデソ版の注が示す  
ように〈mute〉はくtongtleless〉の状態、つまり くロ〉から〈舌〉を〈去勢〉  
しているのである。また、船長のセリフはヴアイオラの言葉に呼応している。   
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〈mywit〉に〈合わせて〉、〈thysilence〉を〈形象化〉せよ、というのに対し  
て、〈e11nuCh〉として、〈皐丸〉（StOne）を〈不在化〉すると言うのならば、〈舌〉  
を〈不在化〉 した〈mute〉を〈形象化〉しますといっている。そして〈mute  
as a stone〉の〈stone〉をも 〈不在化〉していると考えてよいだろう。この  
〈無言〉の代償としてヴ7イオラはくI’11paytheebo11nteOuSly〉と船長に言  




が導びける。〈泡〉 といえは、プァイオラは〈海〉から上ってきたし、彼女は  
〈官官〉に仮装した。そこには〈男根〉のく切断〉のイメジがあり、く男根〉が  




構え〉が多く得られる。   
この一連の連鎖は以下の通りである－〈牝午に化けたエビテルとェウロバ〉  
→くカドムスの亡命とテパェ建設〉→〈アクタエオン 水浴をのぞかれたディア  
ナ〉→〈エビテルとセメレ〉→〈両性の快楽を知ったティレシアス〉→く美少年ナル  
キッススとェコ〉→〈神々を信じないペソテウス〉→〈海豚になったテユレニアの  
水夫たち 狂乱のパッカエ〉→〈ミニュアスの娘たち〉→〈ビュラムスとティスべ   
桑の実〉→くウェヌスとマルスとの密通〉→〈レウコトェとクリュティエ〉→〈サ  










の住人であった。くビュラムスとティスペ〉くウニヌスとマルス〉〈レウコトエと   




養育者。最後にカドムスとハルモニアは蛇に変身していく。   
〈牝牛に化けたユピテルとエウロバ〉 〈父なるエビテルが〉 メルクリウスを  
〈傍らによび、恋が原因であることはあかさず〉に、彼を恋の使者として使う。  
その用事は〈王の家畜たち〉を〈海岸まで追いたてる〉 こと。その海岸にはユ  
ウロ′くが遊んでおり、彼女に近づくための方法であった。く元来、威厳と恋ごこ  
ろとは、けっして調和し両立するものでな〉 く、ユピテルもく王筍の威厳をか  
なぐりすて、一匹の牡牛にすがたを変え、家畜たちの群にまじ〉 り、エウロバ  
に近づき気に入られ、エウロバを背にく沖までつれ去った〉。   
ここで得られる 〈恋の使者〉〈仮装〉〈牛〉の〈見る構え〉はすでに『十二夜』  
に適用した17）。く恋ごころに威厳を捨てた王者〉の姿はオーシーノウ、及びオ  
リビアに〈見え〉る。オーシーノウはセザリオにこうさえ言うとされている。   
18．Duke，［ToCurioandAuendanls］Standyouawhileal00f，  
［rolハbね］Cesario，  
Thou know’st noless butal1：Ihave unclasp’d  
To thee the book even of my secret soul．  
Therefore，gOOd youth，address thy galt untO her，  
Be not denled access，Stand at her doors，  
And tellthem，there thy触ed foot shallgrow  
Ti11thou have a11dience・  （Ⅰ・IV，12－8）   
更に、ヴァイオラにく会えないかも知れません〉 と言われると、こう言う。  
Duke．Be clamorous，andleap allcivi1bounds，  




届けさせる。（Ⅰ．Ⅴ）ちなみに、〈恋の使者〉 というイメジほ、19．のオーシーノ  
ウのテキストに見られる。   
19・Duhe・O then unfold the passion of mylove，  
Surprise herwith dlSCOlnSe Ofmy dearfaith；   
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It shallbecome thee wellto act mywoes：  
Shewiu attendit betterinthy youth，  
Thaninanuncio’sofmoregraveaspect・ （Ⅰ．IV．24－L8）  
そしてこのテキストの〈nuncio〉にアーデン版ほく語源的戯れ〉を行ない  
〈nunli－ummeSSenger〉としているが、この語は〈ロpマ教皇大使〉の意味作  
用もするから、〈grave aspect〉 とうまく連関している。おそらく、〈faith〉を  
〈信仰〉、〈pa5Sion〉を〈受難〉に意味作用させれは、これと連鎖していること  
がわかる。   
〈両性の快楽を知ったティレシアス〉 エビテルはユノと議論し〈「たしかに、  
おまえたち女の方が男よりあの快感が大きいようだ」〉 と言う。ニュノは否定す  
るので、ティレシアスの博学を参考にしようとするが、それは彼が〈両性の快  





を知る能力〉を与えた。   
まずここで得られる く見る構え〉は〈性愛〉である。これはすでに、ユピテ  
ルが行なう情事などから得ていたものであるが、『十二夜』のテキストのく見る  
構え〉 として最も支配的なものの一つである。とくに第一幕第一場のオー∵ンー  
ノウのセリフほ是非ともこの〈見る構え〉が必要である。   
20・Duke・工fmusic be the food oflove，Play on，  
Give me excess ofit，that，Surfeiting，  
The appetite may sicken，and so dle．  
That strain agaln，it had a dylng董al1：  
0，it came o’ermy earllkethe sweet sound  
That breathes upon a bank of violets，  
Steallngand glVlng Odour．Enough，nO mOre；  
’Tis not so sweet now asit was before．  
O spirit oflove，how q11ick and fresh art thou．  
That notwithstandmgthy capacity  
Receiveth as the sea，nOught enters there，  
Ofwhat validity and pitch soe’er，  
But fal1sinto abatement andlowpnce，  
Evenina minute！So fullof shapesis fanCy，   
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味作用をしく血e〉と同一パラダイムを形成する。〈go o－1t〉は〈性交〉彼の男  
女の〈分離〉が可能。また、〈excess〉 自体でも〈過度の性的行為〉が意味作用  
しうる。くSurieit〉ほそれ自身隠喩としてく性〉的意味作用を起すが、くSOゆjγβ→  








対概念として意味作用し、く性的絶頂前の状態〉 となろう。くea∫〉ほ肉体的にい  
えは〈音の侵入する穴〉で、ここから隠喩的に性的意味作用は可能。また他動  
詞として〈to pIough，till（theground）〉の意味作用があり20）、〈plough〉ほ  
〈性交〉の意味作用を起す。この語は〈crop〉（〈多数の私生児〉〈私生児を生む〉）、  
〈ground〉（〈女性〉）、〈husband〉（〈耕作する〉→く夫の勤めをする〉）弧）などと  
一連のパラダイムを成している。くear〉をく穂〉 と意味作用させれはその′ミラ  
ダイムに加わりうる。〈sound〉は〈耳の穴に侵入するもの〉であり、〈健康〉と   
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意味作用を起すと〈性病〉が意識化されよう。くbreath〉はくロ睦や鼻腔を出  
入りするもの〉で〈性〉的隠喩となると同時に、〈性的絶頂の吐息〉。〈bank〉は  






























はこの語をくタカ狩り〉の用語とし、タカが最高に飛翔したことを意味すると   





くfancy－WOman〉として。   
こうした〈性的意味的連鎖〉の末に、〈Willyougohunt？〉のテキストが位  
置づけられているとすれは、〈excess〉から〈go〉を引き出したわれわれは、こ  
こにそれが表層化されているのを知る。また、〈shapes〉をく性器〉 と読んで  
いるだけに、〈ゐunt〉→〈cunt〉の〈音的戯れ〉は追まられる。この道鎖ほ結局、  
次のテキストのくアクタェオン〉への引喩に行きつくことになっている。  
21・Duke・WhysoIdo，the noblest thatIhave，  
0，Whenmine eyes did see OllVia丘rst，  
Methought she p11rg’d the air ofpeStilence  
Thatinstant wasItlユrn’dinto a hart，  
Andmydesires，1ike felland cruelhounds，  








的に〈性愛〉を意味作用するであろう。   
ティレシアスが〈男→女→男〉 と変身するという く見る構え〉は、ヴァイオ  




22．Duke．Thereis no woman’s sides  
Can bidethe beatingof so strong apassion  
Aslove doth glVe myheart；nOWOman’s heart  
Sobig，tOholdsomuch：theylackretention・   
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Alas，theirlovemay be cal1’d appetite．  
No motion of thellVer，but the palate．  
That suffers surfeit，Cloyment，and revolt；  
Butmineisal1as hungry as the sea．  
And can digest as much・Make no compare  
Between thatlove a woman canbear me  
And thatIowe Olivia．  
Viola・  Ay，butIknow－  
Duk8．What dost thou know？  
Viola・Tooweu whatlovewomen to men may owe：  
In faith，they are as true Of heart aswe．  
My father had a daughterlov’d aman，  
Asitmight be perhaps，WereIa woman．  





テキストにあるく七〉と関係はあるだろうか－〈sevenyears’heat〉（Ⅰ．i．26）。   
〈美少年ナルキッススとエコ〉 〈ナルキッススは、十六の春をむかえたが、  
まだ子供のようでもあり、すでにりっばな若者のようにも見えた。多くの若者  
や多くの乙女たちから愛を寄せられたが、その実しい容姿のなかにはひややか  
な高慢がやどっていて、どんな著者や乙女にもこころをうごかされなかった〉。   
アーデン版はこの部分が23．のテキストと関係ありとしている。   
23・Mal・Notyetoldeno11ghforaman，nOryOungenOugh  
foraboy：aSaSq11aShisbefore’tisapeascod，Ora  
COdllngWhen’tis almostan apple．’Tiswith him  
in standlng Water，betweenboyand man．Heis  
VeryWe11Lfavo11red，andhespeaksveryshrewishly・  
One would thlnk his mother’s milk were scarce  
O11tOfhlm・  （Ⅰ．Ⅴ．158－164）   
しかし、注はこれがH．ア．ブルックスの〈非公式〉の比較であるとして、公式  
的になされてはいないことを暗示している。われわれはこの部分からだけでな  
く 〈codling（＝umipe apple）〉〈apple〉をく見る構え〉を得る。それはナル  
キッススが自らの姿に恋し、水に映る恋人に逃げられるのを悲しむ描写の部分   












のあいだにまんまと妖精たちに逃げられてしま〉ったが、その報復であった。   
ここから得られる〈見る構え〉 【 くおしやべりのエコ〉く情事〉〈山々〉く報  
復〉－は次のテキストに適用される。  
24．γ五ogα．  
Halloo your name to thereverberatehills，  
And make the babblinggDSSIP Of the air  
Cryout’0】ivia！’0．youshould not rest  
Between the elements olair and earth，  
B11t yOu Should pity me・  （Ⅰ・Ⅴ・276－280）  




の〈書的戯れ〉により 〈泡〉を導びき、〈男根〉の〈切断〉を読んだが、ここで  
は〈babble〉 と〈0（1ivia）〉く0〉が近接しているのが注目され、〈Cryout〉に  





ある。   








けっしてその恋の相手をとらえることができませんようにl」〉。   
最後の所で得られる〈見る構え〉ほ次のテキストを〈見る〉のに役立つ。  
25・Viola，Iam no fee’d post，1ady；keep yolユr PurSe；  
My master，nOt mySelf，1acks recompense・  
Lovemake hlS heart of月i】1t that yo11Shal1love，  
Andlet your fervourllke my master’s be，  
Plac’din contempt．Farewell，faircruelty．  
（Ⅰ．Ⅴ．28S－292）   
ア，デソ版は〈Lovemake〉に〈mayCupidmake（withhisleadenarrow；・・・）〉  
としていて、『転身物語』を暗示しているが、291－2行についてほ何ら言及がな  
されていない。ここはくダブネ〉 で得られたく通う老／逃げる者〉のく見る碑  
え〉 と〈ナルキッスス〉で得られたその状況への〈祈願〉く呪術〉の〈見る構え〉  
が要請される。そもそも〈ナルキッスス〉における表現も、くダプネ〉の構文を  










〈追う〉 という構文をとっているだろうーく再帰的〉。   
〈神々を信じないペンチウス〉 ティレシアスの予言、及びその実窺という大  
きな枠阻の中の物語である。〈ナルキッスス〉の物語では〈運命をうらなう予言  
者は、「もしおのれの姿を知らねほ、長生きするであろう」〉と予言し、ペソテ   
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ウスには〈「この神（バッコス）をまつる神殿を建てることをこころよく承知し  
なければ、あんたの五体は、はらはらにひき裂かれて四方に散乱し、あんたの  
血は、森をけがし、あんたの母とその姉妹をけがすであろう」〉 と予言した。   
〈運命〉といえは、アクタユオンの悲劇は〈罪をおかしたわけでほなく、運命  
のいたずら〉 とされていたし、セメレが死に、月足らずのバッコスがユピテル  
の股間に偉いこまれ、そこで育ったのは〈運命の摂理〉であった。こうしたく運  
命〉の〈見る構え〉は25．のテキストに適用される。   
25．γわね．  
What else may hap，tO timeIwi11commit；  
Only shapethouthy silenceto mywit・  （1・ⅠⅠ・60→1）  
Viola・Above my fortunes，yet my Stateis we11：  
Iamagentleman．  （II・V・28㌃3）  
Og血ぬ．  
To creeplnatmineeyes．Well，1etitbe・ （Ⅰ・V・302）  
（1JJこ・高、  
Fate，Show thyforce；OurSelves we do not owe・  
Whatisdecreed．mustbe：andbethisso・（Ⅰ・V・3145）  
Seb・By your patience，nO：myStarSShine darklyover  
me；themalignancy ofmy fate might perhaps  
distemperyoINS；．．  （II・Ⅰ・3－5）  
Mal．’Tis b11tfortune．allisfortune．  （ⅠⅠ・V・23）   
ティレシアスの予言が実現し、ベンテウスがバッコスの神聖を信じず目潰し  
たために、母親たちに〈猪〉 と〈見ら〉れ、八裂きにされるという〈構え〉ほ、  
『十二夜』でマルポーリオが、トウピーらの〈酒宴〉を叱かり、その仕返しと  
して、〈狂人〉に仕立てあげられて地下室ケこ閉じ込められる物語の進展に適用で  
きよう。マルポーリオが諌めて述べるとされるテキストは以下の通りである。   
26L Mat・Mymasters，areyO11mad？Orwhatareyou？  
Haveyounowit，mannerS，nOrhonesty，butto  
gabbleliketinkers atthis timeofnight？I）o  
yemake anale－houseofmylady’s house，thatye  
Squeakoutyourcoziers’catcheswitho11tany  
mitlgationor reTnOrSe Ofvoice？Istherenorespect  













のである。   










27・Olivia．．  To one of your receivlng  
Enoughis shown；a CyPreSS，nOt abosom，  
Hidesmyheart：SO，1etmehearyo11SPeak・（ⅠⅠⅠ・Ⅰ・122－1）  
Olivia．Whythen methinks’tis timeto smi1e agaln．  
O world，how apt thepoor aretobe proud！  
If one shouldbe aprey，how much thebetter  




をかすめ〉は逆の形で〈Tooneof yourreceiving／Enoughis shown〉、〈顔   
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を包む〉ほ〈hide〉へと、そしてティスべはく墓〉へ赴くが、既にヴェールは  
〈喪月艮〉の予徴になっていたとすると、〈cypress〉がそれに対応する。〈prey〉  
く1ion〉はく噴い殺された牛〉く牝獅子〉に相当するはずである。   













28．Priest．A contract of eternalbond oflove，  
Confirm’d bymutualjoinder of yourhands，  
Attestedby the holycloseoflips，  
Strengthen’dbyinterchangementof yourrings，  
Andal1the ceremony ofthlS COmpaCt  
Seal’din my function，bymytestimony；  
Sincewhen，myWatCh hath told me．toward my grave  









くrings〉、〈seal〉、〈hour〉（〈whore〉と〈音的戯れ〉）などの〈性的意味作用〉、   
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そして、〈die〉ほく性的恍惚〉を指示するから、〈towardmygrave／Ihave  
trave11’d〉 とはそうした意味作用をするだろう。   
神父の言葉を聞きオーシーノウはこう叫ぶ。  
29．Duke．O tho11dlSSembling c11b！Whatwi1t thou be  
When timehath sow’d a grlZZle on thy case？  
0wi11not else thy craft so quicklygrow  
That thine own trip shallbe thine overthrow？  
Farewell，and take her，bllt direct thy feet  
Where tho11andIhenceforth may nevermeet．  











の意味作用をする。更に〈sow〉は〈精液をまく〉が可能であろう。   




WOOdcocknearthegln・〉（ILv・84）と言うとされている。   






れまわったので、レウコトェの父の知るところとなり、彼女は父に生埋めにさ   

















といつもの輝かLい美Lさをあらわし〉たという。ここに監壊する 〈召使いの  
女〉〈紡錘をまわす〉く糸をつむぐ〉〈太陽の輝き〉は次の『十二夜』のテキスト  
にも現われる。   
30．Ducke．0，fellow，COme，the songwe hadlast night．  
Ⅱarkit，Cesario．itis old and plaln；  
Thespinstersandthekmittersinthes11n，  
And the free maids that weave their thread with bones  









リ〉の関係は〈havebatsinthebelfry〉（気違いじみている）の表現に見ら   
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れよう。   
31・Mal，SirTopas，neVerWaSmanthlユSWrOnged・GoodSir  
Topas．donotthinkIanlmad，They havelaid me  
herein hldeous darkness．  （IV．ⅠⅠ．29r31）   






いように見えました〉。   
ここで得られる〈両性〉〈男でもあり、女でもあり、どちらでもない〉 という  
〈見る構え〉は、〈官官〉に〈仮装〉したヴァイオラの状態を引きつける。ヴァ  
イオラは〈見る〉人によって〈見え〉が異なり、オーシーノウにはこう〈見え〉  
る。   
32．Duke．  I）earlad，belleVeit；  
For they sIlal1yet belie thy happy years，  
That say thou art a man；Diana’sllp  
Is not more smooth andrubious：thy smallpipe  
Is as the maiden’s organ，Shrllland sound，  
Andal1is semblative awoman’s part．  （Ⅰ．IV．29－34）  
そして、マルポーリオは前述のとおり、〈男〉でほあっても〈大人と少年〉の中  
間という 〈二重傾向〉の存在として〈見る〉（Ⅰ．Ⅴ・158－164）。   
〈ヘルマプロデイトウス〉とは父メルクリウス トルメス）と母ウニヌス（ア  
プロディテ）の〈合成〉の名である。この名の中にも〈男〉とく女〉の〈合  







水にとびこんだはずなのに、その水のために半分しか男でなくなった〉のとは   
荒 木 正 純  
陰画的に、ヴァイオラほ〈女〉として〈海水〉にとびこんだが、そのために〈半  
分しか女〉でなくなった。こう〈見る〉ことができよう。   


















Dayllght and champaign dlSCOVerS nOt rnOre！  
ThlSisopen．Ⅰwi11bepro11d，Iwillreadpolitic  
a－1thors，Ⅰwinba侃eSirToby，Ⅰwi11wash  
O＃grossacquaintance，Iwillbepoint－device the very  
man．  （ⅠⅠ・Ⅴ・160－1）  
くpro11d〉はく1ustf山〉粥）も意味作用するから、こう 〈自信〉と〈性欲〉を得た  
マルポーリオは二種蘇の反応する。実際にトウピー対しては 〈Go o軋Idis－  
Cardyou・Letmeenjoymypriv．ate・〉（III．i・90）34）と自分が主人である  
かのようなロをきき、更に、オリビアには恋人であるかのごとくに接する。そ  
して、これは全て〈Jove〉のおかげと彼は感謝する。   
34．Mal，．．，  Ihave五med her′  
butitisJove’s doing，andJove make me thankiul！  
（ⅠⅠⅠ・ⅠⅤ・74－5）   
「十二夜」とオウィディウス  
‥・Well，Jove，nOtI，isthedoerofthis，andheis  








くJove〉はくJupiter〉であり、つまり くユピテル〉、ユノはその実であった。  
マルポーリオの不運は〈Jove／Jupiter〉のなせる業、イノの不運はくJuno〉の  
なせる業であった。   
ユノが復讐を〈冥界り復讐の女神〉に依板するように、トウピーらはマライ  
7にマルポーリオの復讐の手はずをととのえてもらう。そしてトウピーはマル  
ポーリオが〈obsc11re epistlesoflove〉によってわなにほまると、マライアに  
こう言う－〈Tothegates ofTartar，thoumost excellent devilofwit！〉  
（ⅠⅠ．Ⅴ．206－7）。そして、〈偽せ手紙〉の楷示通りにオリビアの前で演じて見せ  
たマルポーリオは、〈狂人〉扱いされ、トウピーからこう語りかけられる。  
35．Sir To．Which wayis he，in thename o董sanctitv？If  
allthe devi1s of hellbedrawninllttle，and Legion  
hlmSelfpossessedhim，yetI′11speaktohim・（rI．rV．85r7）   
そしてマライアのマルポーリオについて言う言葉－くLo，howhollow tlle  
魚endspeakswithinhim！〉（III．iv・92）。つまり、マルポーリオほく悪魔〉に  
とり憑かれているとされてしまっている。だから、トウピーが言う言葉－  







1iarorgurdlanSPirit〉 としている。更に、マルポーリオが放り込まれ、監禁   
78  荒 木 正 純  
される場所は〈adarkroom〉（ⅠⅠⅠ．ⅠⅤ．13（∋）であり、トー′くス先生に〈仮装〉  
した道化に 〈Fie，thou dlShonest Satan！／．．．／Say’st tho11thathouseis  
dark？〉（ⅠⅤ．II．32－5）と話しかけられると、それに答えて〈Ashell，SirTopas，〉  
（ⅠⅠⅠ．ⅠⅠ．36）と言うとされている。このように、〈狂気に陥ったアクマスとイ  















36・ClomL Whatis theopinionof Pythagorasconcerning  
Wildfowl？  （ⅠⅤ．ⅠⅠ・512）   
ア←デン版は〈旦yth昭OraS］withreferencetothedoctrineoftranSmigration  
ofsouls，muChusedinElizabethan1iterature；Cf．Marlowe，DocioYFaustus  
（in Faustus’last speeCh），‘Ah．Phthagoras’metempsychosisZ’andin  





いわは哲学的基礎づけをあたえようとした〉 と考えられる。ピエタゴラスはこ  
う言う－〈肉体というものは、葬薪の炎に焼かれようが、経年の腐敗によっ  
て滅ばされようが、死んでからはもういささかの苦痛も受けないのだ。これに   










Objectionwas often expressed by Renaissancethinkers〉 と注を施してい  
る。とすれは、道化がマルポーリオに次のように言うのは、ギリシア・ローマ  
神話の反映といえよう。  
37．Clown，Fare thee well：remaln thou stillin darkness．  
Thoushaltholdth’oplnionofPythagorasereI  
Wi11allowof thywits，andfeartokillawoodock  
lestthoudlSPOSSeSSthesoulofthygrandam．（IV．ⅠⅠ．58－61）  
5  
〈記号の建物〉 としての〈テキスト〉ほ、このように他の〈テキスト〉を〈見  




希求の現われなのである。特にいわゆる 〈古典〉的作品は、余りにも実証主義  
で肥満している。だからこそ、今一度〈荒野〉の〈テキスト〉 として意識しな  
おす必要があろう。そして、ここでの敵であった〈原典〉研究は、〈作者〉から  
〈読者〉に重心を移すべきで、いかに〈テキスト〉を豊かに〈読む〉かの手だて  
となることを心掛けねほならないだろう。   
本論で行なってきた作業を反省してみると、それほ〈隠喩〉を〈明喩〉化す  
ることと把握できるかも知れない。たとえば、〈hart〉に関する表現〈That  
instantwasIturn’dinto ahart〉に対して、〈Thatinstant WaS rlike  
Actaeonturn’dintoahart〉 と 〈11ke／as Actaeon〉を添加するという作業   
荒 木 正 純  








く荒野〉 こそ、現在の文学のく状況〉なのだから。  
注   
1）KennetllMuir．TheSouYCeSげShakesi・eaYe’sPlays（1977；Methuen）・PLllL  
望Iibid，，p．13，  
8Iibidリp・7・   
4）Thc Rivcrsidc Sha点eゆeaYe，ed．G．Blakemore Evans，（1974；Houghton  
Mi侃in）．   
5〉 Willlam Shakespeare，Tweyih Night，eds，J．M・Lothian andJ・W・CTalk  
（1975；Met】111en）の注に拠る。以下「十二夜Jのテキストの引用もこの版に拠る。   
‘）WolfgangIser，TheActqfReading（1978；TheJohns Hopkln＄University  
ness）．  
り 荒木正純「コニクリチュールの死」、「新文学風景」5号所収（1981）．   
8）E．H，Gombrich．ArEandIllusion（1960，1972；PrincetonUniversityPress）・   
○〉 ォゥィディウス「転身物語」（田中秀央・前田敬作訳）（1966，1971；人文書院）。以  
下帽≡身結語」の引用はこの翻訳に拠る。   
10）〈Ⅵ恥at．C11rio？〉のテキストをくWhatc11rio？〉と 〈戯れ〉ると、くCurio）はく珍  
品〉の意味作用をするから、くどんな珍らしいものを〉 と解釈できる。   
1‖「転身物語」のく解説〉より。p．568．  
1史）E．A・M・Colmanは〈Io〉をくbawdy〉に含めTheTaming qfEheShYCW（Ind・  
ii．53－4）の例を挙げくNymph seen，purS11ed andraped by Ze11S■）としている。ま  
た、Jove，JupiteTをも〈bawdy〉とし、Tカβ〃βγワⅣ如∫すIy右裾dぶ0γ（Ⅴ■Ⅴ▲2－13），  
MuchAdoAboulNothing（V．ivL48）．OLhello（II，iiユ・17）の例を挙げ〈Asarch－lover〉   
としている。  
18）「転身物語」p．12の脚注。   
14，E．A▲ML〔bllnan，rカβ刀rα研αJfcひ∫βげβα砂み古形5カα烏β車βαγβ（1974；Longman）   
のくGlossary〉に拠る。   
15）HerbertA・Eユ1is，Shahe車βare’sLus砂PunniyqinLove’sLabouY’sLosi（1973；  
Mo11tOn），pp・103－110．ここで〈wit）の詳細な考証が行なわれている。   
18）ァーデソ版の注。p．11．  
17】（以下Colmanに拠る）くEuropa〉くb1111〉〈Jupiterり0Ve〉の組合せは〈性的意味  
作用〉を起す。くEⅥpOra〉はr伽丁心血腎qり如上肋間（Ⅰ・i・16軋 〟βγけⅣ血βざげ  
Ⅳjガ加γ（Ⅴ・Ⅴ・3）▲〃祝Cカdd∂d∂0祝≠Ⅳ○≠ゐ古形g（Ⅴ・iv・45－8）に出て、くbun〉ほ、〃宣d－  







1‖，削り，色l）・2き）・虫引・以＝ ColmanのくGlos5ary〉に拠る。   
抑 Herbert A．ElllS，PP．95L97．   
2叫2‖ ColmanのくGlossaIγ〉に拠る。   
28〉 Herbert A，El姐p．48．   
叫も○），81〉 ColmanのくGlossaIγ〉に換る。   
82）この〈ウェアスとマルス〉の挿話ほ引喩としてr抽那ノわ浸毎朝わ独（ⅠⅠ．L89，ⅠⅠ．iii・  
30），yβね祝∫α弗d dd〃諏ぬ（タα∫∫古軌），メ循わケツα朋d CJβ呼αJγα（Ⅰ・Ⅴ・1乳丁加rβ，，ゆβ∫′  
（ⅠⅤ・i・87－98）に使用されている。   
拍〉 二Rerbert A．ElllS，p．81．   
8一）くprivate〉にくgenital）の意味作用させれば、マルポーリオのセリ7は〈自慰行為〉  
の意味作用をする。ちなみに〈e可Oy〉はく性的に楽しむ〉の意味作用をするし、これ以前  
曹こあるマルポーリオとオリビアの談話のテキストにはく性的意味的連鎖〉がある。   
銅〉 くI11yria〉の姿の検討については、荒木正純「（変身〉と 〈仮装）の論理」（「文芸言  
語研究j（文芸讃）5号）参照。   
